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 ≪取材協力　鷲宮神社宮司　菱沼 至広さん≫
 ≪取材　手塚 政子 委員≫

鷲宮神社の太々神楽（都賀町家中）
わしのみや だいだい かぐら

発行/栃木市農業委員会
編集/農業委員会だより編集委員会
電話/0282-21-2393

第　11　号
2019 . 1 . 1農業委員会だより

栃木市マスコット
キャラクターとち介



農地利用最適化活動について研修

農
業
委
員
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

農
業
委
員
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

　新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
農
業
委
員
会
活
動
に
多
大

な
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
日
の
農
業
、
農
村
を
め
ぐ
る

状
況
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱

え
る
と
と
も
に
、
今
年
10
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
率
の
ア
ッ
プ
に
伴
う
軽

減
税
率
へ
の
対
応
な
ど
農
業
従
事
者
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
準
備
を
進
め

て
お
く
こ
と
で
影
響
を
最
小
限
に
留
め

る
こ
と
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
平
成
28
年
７
月
に
栃
木
市
農
業

委
員
会
が
新
制
度
に
移
行
し
て
か
ら
、
今

年
７
月
に
は
早
く
も
３
年
が
経
過
し
、
私

た
ち
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は
任
期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　新
制
度
に
移
行
し
て
か
ら
、
何
か
ら
手

を
付
け
て
良
い
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

手
探
り
で
行
っ
て
き
た
３
年
間
の
農
地

利
用
最
適
化
活
動
を
振
り
返
り
、
継
続
す

会
長
新
年
あ
い
さ
つ

べ
き
活
動
、
改
善
が
必
要
な
活
動
、
新
た

に
取
り
組
む
べ
き
活
動
を
仕
分
け
し
て
、

次
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　新
制
度
移
行
後
は
、
農
業
委
員
会
は
農

地
法
に
基
づ
く
許
可
業
務
の
ほ
か
、
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
が
必
須
業
務
と

な
り
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
な
ど
を
重
点
業
務
と
し
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
29
年
中
に
市
内
の
農
家

全
戸
を
対
象
に
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、
農

業
経
営
状
況
や
今
後
の
農
業
経
営
意
向

を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　次
の
段
階
と
し
て
、
出
し
手
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
農
地
所
有
者
、
受
け
手
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
認
定
農
業
者
等
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
地
の
出
し
手
と

受
け
手
の
仲
介
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。　す

ぐ
に
成
果
が
出
る
活
動
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
や
り
方
を
工
夫

し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
本
年
が
穏
や
か
に
よ
り
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

栃
木
市
農
業
委
員
会

　会
長

　大
橋

　重

　去
る
10
月
26
日（
金
）、
農
業
委
員
は
、
遊

休
農
地
だ
っ
た
土
地
を
活
用
し
た
企
業
参

入
支
援
の
取
り
組
み
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
山
梨
県
の
北
杜
市

農
業
委
員
会
を
訪
ね
、
農
地
利
用
最
適
化
活

動
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

　北
杜
市
は
、
平
成
16
年
に
５
町
３
村
が
合

併
し
て
で
き
た
人
口
約
４
万
８
千
人
の
市

で
、
山
梨
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
面
積
は

栃
木
市
の
倍
近
い
６
０
２
㎢
、
土
地
利
用
状

況
は
農
用
地
が
約
７
，
５
０
０
ha
、
森
林
等

が
４
６
，
０
０
０
ha
と
森
林
の
占
め
る
割
合

が
高
い
自
治
体
で
す
。

　ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
の
地
下
水
を
使
用
し

た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
一
大
産
地
と

し
て
有
名
で
す
。

　北
杜
市
の
農
業
は
、
全
国
的
な
傾
向
と
同

様
に
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
遊
休

農
地
が
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
担
い

手
農
家
の
大
規
模
化
・
組
織
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
法
人
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

企
業
の
資
本
投
下
に
よ
る
農
業
参
入
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
、
現
在
17
社
が
参
入
し
て

お
り
、
現
在
準
備
中
の
法
人
や
参
入
を
検
討

し
て
い
る
法
人
も
複
数
あ
る
そ
う
で
す
。

　企
業
の
農
業
参
入
に
あ
た
っ
て
は
、
市
や

市
農
業
振
興
公
社
の
職
員
が
中
心
と
な
り

遊
休
農
地
の
地
権
者
を
戸
別
訪
問
す
る
な

ど
、
参
入
企
業
の
用
地
確
保
を
支
援
し
て
き

た
そ
う
で
す
。

　遊
休
農
地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ

る
農
業
振
興
や
地
元
住
民
の
雇
用
先
確
保

に
も
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
企
業
参
入
の
支
援
活
動
を
継
続
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　当
日
は
北
杜
市
の
活
動
が
テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
た
時
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
後
に
、

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
説
明
と
質
疑

応
答
が
あ
り
、
農
業
分
野
で
企
業
参
入
し
た

ス
プ
ラ
ウ
ト
や
ト
マ
ト
の
栽
培
工
場
を
外

か
ら
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
約
２
時
間
の

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ほ
く

と

し
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大川市長に意見書を提出

大阿久市議会議長に意見書を提出

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
去
る
７
月
13
日（
金
）、
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け

ニ
ュ
ー
ア
プ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
、
農
業
委

員
会
か
ら
大
川
市
長
並
び
に
大
阿
久
市
議

会
議
長
に
対
し
、
平
成
31
年
度
栃
木
市
農

地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
の
で
要
約
を
掲
載

し
ま
す
。

　
な
お
、
市
か
ら
の
回
答
は
次
号
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

（
１
）
農
地
の
利
用
集
積
に
つ
い
て

ア
．
農
地
中
間
管
理
機
構
や
栃
木
市
農
業

公
社
の
仕
組
み
や
役
割
等
に
つ
い
て
更
な

る
周
知
を
図
る
た
め
、
例
え
ば
広
報
と
ち

ぎ
に
「
農
業
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
る

こ
と
及
び
手
続
き
の
簡
素
化
を
検
討
く
だ

さ
る
よ
う
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

　イ
．
現
場
に
お
け
る
農
地
の
あ
っ
せ
ん
の

進
め
方
に
つ
い
て
、
市
、
市
農
業
公
社
、

農
業
委
員
会
及
び
Ｊ
Ａ
等
が
連
携
を
密
に

し
て
調
整
を
図
り
、
出
し
手
受
け
手
の
合

意
の
取
り
付
け
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
の
で
、
検
討
く
だ
さ
る
よ
う
ご
提
案
い

た
し
ま
す
。

１
．
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進

（
２
）
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

ア
．
現
在
の
農
地
法
で
は
所
有
者
が
雑
草

を
刈
り
取
る
な
ど
遊
休
農
地
の
管
理
責
任

に
つ
い
て
強
く
規
制
誘
導
す
る
有
効
な
仕

組
み
が
構
築
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　一
方
、
市
に
は
「
栃
木
市
を
き
れ
い
で

住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
条
例
」
が
あ
り
、

行
政
代
執
行
の
仕
組
み
は
あ
り
ま
す
が
、

た
や
す
く
執
行
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
現
行
条
例
の
見
直
し
な

ど
法
整
備
の
面
か
ら
雑
草
管
理
に
つ
い
て

効
果
の
上
が
る
制
度
を
再
検
討
さ
れ
る
よ

う
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

イ
．
市
農
業
公
社
が
所
有
す
る
草
刈
り
機

械
が
今
以
上
に
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
改

善
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ
モ
ア
等
の
大
型
草
刈
り
機
に
つ
い

て
各
地
域
に
一
台
ず
つ
配
備
す
る
な
ど
、

安
価
な
負
担
で
容
易
に
借
り
上
げ
ら
れ
る

仕
組
み
も
し
く
は
業
務
委
託
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
遊
休
農
地
解
消
の

手
段
の
一
つ
と
考
え
ま
す
の
で
検
討
願
い

た
く
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
　

（
３
）
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

　現
在
、
市
に
は
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
研
修
会
、
補
助

制
度
、
相
談
窓
口
な
ど
支
援
す
る
仕
組
み

の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
一
層
の

支
援
制
度
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
検

討
さ
れ
る
よ
う
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
（
４
）
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

ア
．
農
業
が
魅
力
あ
る
職
業
、
つ
ま
り
も

う
か
っ
て
生
活
も
安
定
し
て
い
る
と
思
え

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
新
規
参
入
者
も
担

い
手
も
増
え
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
経
営
す
れ
ば
も

う
か
る
か
、
生
活
が
安
定
す
る
か
な
ど
、

情
報
発
信
に
努
め
農
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
ご
提

案
い
た
し
ま
す
。

イ
．
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
地
道
に
毎
年
続
け

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
ご
提

案
い
た
し
ま
す
。
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会　　場日　　　時

１月 １６日（水）　午後６時から

１月 １８日（金）　午後６時から

１月 ２１日（月）　午後６時から

１月 ２３日（水）　午後６時から

１月 ２９日（火）　午後６時から

１月 ３１日（木）　午後６時から

国府公民館　大交流室

岩舟公民館２階　講義室

都賀公民館２階　研修室

大平公民館２階　会議室

藤岡公民館３階　大会議室

吹上公民館　大交流室

栃木市農業委員会の委員、農地利用最適
化推進委員の推薦・応募を受付けます。
栃木市農業委員会の委員、農地利用最適
化推進委員の推薦・応募を受付けます。

　現在の栃木市農業委員会委員は、２０１９年７月１９日に任期満了を迎えます

ので、２０１９年７月２０日から２０２２年７月１９日の任用期間の農業委員を

募集いたします。

　
　また、農業委員とともに農地等の利用の最適化の推進に取り組んでいただく、

農地利用最適化推進委員につきましても、同時に募集いたします。

　
　募集方法は、農業委員、農地利用最適化推進委員のいずれも個人(３人)による

推薦、団体による推薦、一般からの募集の３種類となりますので、推薦する方、

応募する方は、該当する様式にご記入の上、届出願います。

◎栃木市農業委員会の委員、農地利用最適化推進委員の募集についての

　説明会を下記のとおり実施いたします。

記

栃木市万町９番２５号　栃木市農業委員会事務局（栃木市役所２階）

 （電話 21-2393）
　
栃木市ホームページにも、適宜情報を掲載いたします。

お問い合わせ先

※説明内容は全会場同じですので、ご都合に合わせて出席ください。

受付期間：2019年2月1日（金）～2月28日（木）

農業委員会だより
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１．募集人数：２５人
２．任用期間：２０１９年７月２０日から２０２２年７月１９日（３年間）
３．身　　分：栃木市の特別職の非常勤職員
４．職務内容：農地の権利移動や転用に係る許認可及び農地利用の最適化（担い手への農地の集積・

集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）の推進、法人化その他の
農業経営の合理化、農業に関する調査及び情報提供等

５．委員報酬：栃木市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例に定める額
６．推薦を受ける者及び応募する者の資格
　　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員会の所

掌に属する事項に関しその職務を適切に行うことができる者で、次のいずれかに該当する者は
除く。

 （１）破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
 （２）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなる

までの者
 （３）栃木市の職員である者

農業委員の募集要項

１．募集人数：４０人
２．任用期間：２０１９年７月２０日から２０２２年７月１９日（３年間）
３．身　　分：栃木市の特別職の非常勤職員
４．職務内容：農地利用の最適化（担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、

新規参入の促進）の推進、それに伴う現地での調査・指導等
５．委員報酬：栃木市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例に定める額
６．推薦を受ける者及び応募する者の資格
　　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有する者で、次のいずれかに該当する者は除く。
 （１）破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
 （２）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなる

までの者
 （３）栃木市の職員である者

農地利用最適化推進委員の募集要項

１．推薦及び応募に係る手続き等
 規定の様式に必要事項を記入の上、農業委員会事務局にご提出ください。
 様式は、農業委員会事務局、各総合支所産業振興課の窓口に備えるほか、栃木市ホームページか

らもダウンロードできます。
２．受付期間
　　２０１９年２月1日(金)から２０１９年２月２８日(木)まで（必着）
　　※市役所開庁日の午前８時３０分から午後５時１５分までに提出してください。
３．その他
　　受付期間の中間及び終了後に、栃木市のホームページ等で、推薦した者、推薦を受けた者及び応

募した者に関する情報を公表いたします。

農業委員及び農地利用最適化推進委員の募集要項（共通事項）

農業委員会だより

5



今年度は税制改正についての説明会を開催

―
 

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か ―

（
発
行

：

全
国
農
業
会
議
所

　毎
週
金
曜
日

発
行

　Ｂ
３
版
８
〜
10
頁
建
）

　

購
読
料

：
月
７
０
０
円
、
年
８
，
４
０
０
円

﹇
送
料
、
税
込
み
﹈

　全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表

機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
組
織
が
発
行
す
る

農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　
「
週
刊
」
の
時
間
的
利
点
を
生
か
し
、
情
報

が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
解
説
的
に
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
多
く
の
読
者
の
皆
様
に
満
足
し
て

頂
け
る
よ
う
、
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

お知らせお知らせ
◆
主
な
活
動
内
容
◆

・
会
員
を
対
象
に
各
種
申
告
書
類
の

書
き
方
・
提
出
に
つ
い
て
、
農
業
簿

記
記
帳
会
や
パ
ソ
コ
ン
研
修
会
を
、

各
支
部
単
位
（
栃
木
・
大
平
・
藤
岡
・

都
賀
・
西
方
・
岩
舟
の
６
支
部
）
で
、

年
数
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

・
申
告
時
期
は
指
導
員
の
ほ
か
に
派

遣
税
理
士
に
よ
る
申
告
書
類
の
提
出

指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
会

　費
◆

・
年
間 

７
，０
０
０
円

　

 

（
平
成
30
年
度
）

農
業
青
色
申
告
会
の
ご
案
内

全
国
農
業
新
聞
購
読
の
ご
案
内

◆
青
色
申
告
に
つ
い
て
◆

・
「
青
色
申
告
」
と
は
、
日
々
の
取
引

を
所
定
の
方
法
に
よ
り
記
帳
し
、
そ

の
帳
簿
に
基
づ
い
て
申
告
を
す
る
こ

と
で
、
税
金
の
面
で
い
ろ
い
ろ
な
特

典
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
制
度
で

す
。
農
業
を
営
む
方
（
個
人
）
で
、
①

こ
れ
か
ら
青
色
申
告
に
し
よ
う
と
お

考
え
の
方
、
②
既
に
青
色
申
告
し
て

い
る
方
、
③
消
費
税
の
申
告
を
す
る

方
で
、
当
会
の
指
導
会
に
参
加
し

て
、
帳
簿
や
申
告
書
類
の
作
成
に
つ

い
て
の
指
導
・
助
言
を
受
け
た
い
な

ど
、
ご
希
望
の
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
農
業

委
員
会
事
務
局
（
☎
21‒

２
３
９
３
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　さ
ら
に
、

全
国
47
都
道

府
県
に
あ
る

支

局

の

県

版
・
地
方
版

の
充
実
に
よ

り
、
地
域
の

元
気
で
特
徴

あ
る
明
る
い

話
題
や
地
域
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　み
な
さ
ま
の
ご
購
読
の
お
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　購
読
の
お
申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
21‒

２
３
９
３
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農業用軽油引取免税証申請日程のお知らせ
平成３１年２月５日～２０日

月 火 水 木 金
４ ５

栃　木

大　平

都賀・西方

午前：大平
午後：静和地区

午前：岩舟地区
午後：小野寺地区

栃　木

都賀・西方

共同・受委託

藤　岡

共同・受委託

藤　岡

６ ７ ８

１１ １２ １３ １４ １５

１８ １９ ２０ ２１ ２２

受付時間：【午前】  9：00～ 11：30
 【午後】  13：00～ 16：00

申請会場：下都賀庁舎　第２福利厚生棟会議室（栃木市神田町６－６）
　問合せ：栃木県税事務所　軽油引取税調査担当　℡ 23-6882
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年月 総会日申 請 書 等
受付締切日

委員転用等
現地調査日

　2019年度　栃木市農業委員会
申請書受付締切日・総会等予定表

2019 2019 2019 2019

2020

2020 2020

４月　１日（月） ４月１９日（金） ４月２３日（火）

４月２６日（金） ５月２１日（火） ５月２３日（木）

５月３１日（金） ６月１９日（水） ６月２１日（金）

７月　１日（月） ７月２４日（水） ７月２６日（金）

７月３１日（水） ８月２１日（水） ８月２３日（金）

９月　２日（月） ９月２０日（金） ９月２４日（火）

９月３０日（月） １０月２１日（月）１０月２３日（水）

１０月３１日（木） １１月２０日（水）１１月２２日（金）

１２月　２日（月） １２月１８日（水）１２月２０日（金）

１２月２７日（金） １月２１日（火） １月２３日（木）

１月３１日（金） ２月１９日（水） ２月２１日（金）

３月　２日（月） ３月１９日（木） ３月２３日（月）

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月
2020

２月

３月



季
節
の
郷
土
料
理 

季
節
の
郷
土
料
理 

芋
茎

ず

い

き

　昔
か
ら
色
々
な
行
事
食
に
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
使
わ
れ
る
里
芋
や

八
ツ
頭
、
今
回
は
こ
の
八
ツ
頭
の
茎

（
ず
い
き
）
に
注
目
を
し
て
み
ま
し
た
。

　生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
干
し
た

茎
は
芋
が
ら
と
呼
ば
れ
、
保
存
食
と

し
て
使
わ
れ
、
食
物
繊
維
や
鉄
分
、

カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で
便
秘
予
防
だ
け

で
な
く
、
貧
血
や
高
血
圧
症
に
も
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
食
べ
る

だ
け
で
な
く
、
京
都
北
野
天
満
宮
で

は
北
野
ず
い
き
祭
り
が
行
わ
れ
、
屋

根
を
ず
い
き
で
葺
き
、
穀
物
や
野
菜

で
飾
っ
た
「
ず
い
き
御
輿
」
を
奉
り
、

豊
作
に
感
謝
し
て
き
ま
し
た
。
昔
か

ら
ず
い
き
は
人
々
の
生
活
に
根
付
き

食
さ
れ
あ
が
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

《
渡
辺 

計
子 

委
員
》

み

こ

し

た
て
ま
つ

ふ

《
荒
木 

陽
子 

委
員
》

《
五
十
畑 

節
子 

委
員
》

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

農
業
委
員
等
研
修
会 専

門
委
員
会
の
活
動

専
門
委
員
会
の
活
動

　去
る
10
月
22
日
（
月
）
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
で
約
150
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　市
の
東
部
に
位
置
す
る
淵
野
辺
地
区

の
都
市
型
農
業
の
役
割
と
し
て
、
①
農

園
を
開
放
し
野
菜
の
で
き
る
過
程
を
知

る
。
②
野
菜
を
自
分
で
育
て
食
べ
る
楽

し
さ
と
喜
び
を
体
験
す
る
。
こ
れ
ら
の

経
験
に
よ
り
日
本
の
「
農
」
と
暮
ら
し
や

文
化
・
行
事
な
ど
を
大
切
に
守
り
な
が

ら
地
域
住
民
と
交
流
す
る
と
い
う
積
極

的
な
活
動
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　神
奈
川
県
の
女
性
農
業
者
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
新
規
就
農
者
促
進
と
し
て
、

体
験
研
修
・
生
産
者
と
の
交
流
・
研
修

受
け
入
れ
先
の
支
援
な
ど
、
人
材
育
成

と
し
て
女
性
農
業
者
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

多
く
の
企
業
や
教
育
機
関
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
作
業
着
や
野
菜
レ
シ
ピ
・
農
機

具
の
開
発
な
ど
の
発
表
や
展
示
が
あ
り

有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　本
紙
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り 

と
ち

ぎ
」を
編
集
し
て
い
る
の
が
、
だ
よ
り

編
集
委
員
会
で
す
。メ
ン
バ
ー
は
、
本

紙
裏
表
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
９
名

の
農
業
委
員
で
す
。７
月
と
１
月
の
年

２
回
発
行
で
、農
業
委
員
会
の
活
動
報

告
や
お
知
ら
せ
、農
業
者
の
紹
介
等
を

中
心
に
、
農
業
委
員
が
自
ら
取
材
し
、

撮
影
し
た
写
真
を
使
用
し
、記
事
も
委

員
が
自
ら
の
言
葉
で
執
筆
し
て
、手
作

り
感
の
あ
る
紙
面
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。　現

在
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
作
業

は
、本
号
を
含
め
て
あ
と
２
回
と
な
り

ま
し
た
が
、
読
者
の
皆
様
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ

く
り
に
全

力
を
尽
く

し
ま
す
の

で
、
農
業

者
は
も
ち

ろ
ん
、
一

般
の
方
に

も
ぜ
ひ
ご

一
読
い
た

だ
き
た
く

お
願
い
申

し
上
げ
ま

す
。

ふ
ち

の

　べ

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

女
性
農
業
委
員

　ネ
�
ト
ワ
�
ク
研
修
会

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り

in

　去
る

月

　　　　　
日(

日)

に
栃
木
市

の
蔵
の
街

大
通
り
周

辺
を
会
場

に
下
都
賀

地
区
の
女

性
農
業
委

員
等
17
名
が
参
加
し
、
女
性
農
業
委
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
の
最
終
日

で
、
秋
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
、
絢
爛
豪
華
な
人

形
山
車
が
市
中
心
部
を
練
り
歩
き
、
多
く
の

見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　私
た
ち
参
加
者
は
、
秋
ま
つ
り
を
満
喫
す

る
と
と
も
に
、
と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
で

「
浮
世
絵
で
見
る
歌
舞
伎
の
世
界
」
の
展
示

を
見
学
し
た
後
、
市
内
の
飲
食
店
で
食
事
を

し
な
が
ら
、
女
性
の
農
業
関
係
活
動
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　今
回
、
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
他
市
町
の

活
動
の
話
な
ど
も
参
考
に
し
て
、
今
後
の
な

で
し
こ
委
員
会
の
活
動
に
活
か
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

11

11

なでしこ委員会

け
ん
ら
ん
ご
う 

か

農業委員会だより
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編  

集  

後  

記

　平成１４年に父と母が始めたニラ栽培を、博さ

んが会社勤めを辞めて、作付けを２倍の４０ａに増

やして夫婦で行っています。また父は米５ｈａ、

麦１ｈａを作付けしています。

大平町下皆川 椎名博さん・美智子さん(妻 )・利一さん(父 )・セツさん(母 )

ブランドの向上を目指してブランドの向上を目指して

頑張ってます！Ａｇｒｉｓｔ （農・業・人）
ア　グ　リ　ス　ト

経営状況を教えて下さい。

ニラ作りの喜び、苦労を教えて下さい。

今後の目標を教えて下さい。

《取材：阿部 秀夫 委員長》

委

員

長

副

委

員

長

委

　

　員

委

　

　員

委

　

　員

委

　

　員

委

　

　員

委

　

　員

委

　

　員

■
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

阿
部

　秀
夫

手
塚

　政
子

渡
辺

　計
子

荒
木

　陽
子

山
本
千
惠
子

五
十
畑
節
子

大
山

　善
夫

篠
﨑

　藤
重

牛
久

　秀
一

　新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　昨
年
は
、
夏
の
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
騒

ぎ
、８
月
、９
月
に
は
台
風
に
よ
る
風
水
害

被
害
、
又
、
北
海
道
で
の
震
度
７
の
地
震

等
、自
然
災
害
が
記
憶
に
残
る
年
で
し
た
。

　今
年
こ
そ
災
害
の
無
い
、
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
祈
り
ま
す
。

　皆
様
か
ら
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、
取
材
等

の
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

｢

農
業
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　今回は、平成19年から父の跡を継ぎニラの生産を始めた椎名博さん、美智子さんご夫婦に
お話を伺いました。

美智子さん利一さん 秀喜さんセツさん博さん

　ニラ作りは、周年出荷なので天候の影響を受け

やすく、特に今年の猛暑のような時は遮光シート

を掛けたり、また台風の時は、ハウスの倒壊や水

害に特に注意します。それに加えて畝間の草取り

や花摘みが大変です。

　ニラは定植して８回収穫するので土づくりが重要です。全棟作付けせず、ローテーションを組ん

で半分ずつ一年間休ませながら定植します。工夫しながら栽培して、無事収穫した時が大きな喜び

です。

うね   ま

　ニラ部会では年２回の目揃会や反省会を行い、

品質と生産性の向上を目指して意見交換をしてい

ます。仕事の合間は計画的に休日が取れるので、

家族協力しながら農業経営を行い、安心安全なニ

ラを消費者に届けたいと思います。

めぞろいかい

しゃこう

ひろし み　ち　こ り いち

訂 

正

農業委員会だより

8本誌は環境に配慮し再生紙と
大豆インキを使用しています。


